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地区新人戦が迫っていますが、今日の全校朝会で、「応

援」について、ある中学生の作文を紹介しながら話をしま

した。それは、平成 29年度東北電力中学生作文コンクー

ルで最優秀賞を獲得した、当時須賀川市立第二中学校２年

の須田日菜子さんの作品です。彼女が地元のプロバスケッ

トボールチームの試合を観に行ったときのこと。相手チー

ムがフリースローを打つたびに観客が大声でブーイングし

たり、シューターの前でグッズを振ったりして集中力を削

ごうとする行為に、一人のおじいさんが敢然と異を唱えて

いる光景を目にします。おじいさんはこう言います。 

「正々堂々と戦ってこその勝利だろう！」 

「応援ってのは、味方を鼓舞することであり、相手を邪魔

することではない！」 

その言葉に彼女は心を動かされ、これからの自分を考える

という内容です。 

 私は、この作文に出会って「応援するとは」ということ

を改めて考えさせられました。それを生徒諸君にも考えて

ほしかったのです。ぜひお子さんに「応援するってどうい

うことだろう？」と問いかけ、またご一緒に考えてみては

いかがでしょうか。 

※作文は、印刷して今日生徒全員に配付しました。 

また「東北電力中学生作文コンクール」で検索す 

ると平成 29年度に掲載されていますので、ぜひ 

ご一読なさってみてください。 


